




大 久 保 文 雄
平成 30 年度昭和大学学士会特別講演会―医学部教授最終講義―































































































































































































































































































































































図 3 図 4
図 5
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ます．かなりうまくいった症例です．歯も生えてき
て，骨移植しなくても良好な歯並びになっています
（図 4，5）．
　以前の典型例と比較します．歯槽の内側に歯が生
えていて，反対咬合です．両方とも 4歳の時の所見
ですが，最初から術前矯正と歯肉形成を行った方で
は，きれいな歯並びになることがわかります．
　最後に，達成したことのまとめです．言語成績の
向上は達成したか．初めから良好でしたので，やや
達成したことになります．それから，顎発育抑制の
低減（低侵襲手術の開発）できたか．これはかなり
達成したと思っています．患児への，手術の回数減
らして良好な形態を得たか．まあ，そこそこ達成し
たというふうに思っています．最後の術前矯正と初
回顎裂形成に関しては，残念ながら道半ばで，今後
の検証を待たなければなりません．後輩に託したい
と思っています．
　口演を終えるにあたり，恩師と先輩，コ・メディ
カル，後輩のみなさんに感謝します．どうもありが
とうございました．
○司会　ありがとうございました．記念の楯を小川
医学部長より贈呈いたします．小川医学部長，贈呈
と共に大久保先生へ一言お願いいたします．
○小川　大久保先生，ほんとうに美という事を学ば
せていただきましてありがとうございました．今ま
での業績をご披露いただきました．大久保先生の形
成外科の卓越した技術は，みなさんの知る所でござ
います．また今後も，特任教授として口唇口蓋裂セ
ンター長も兼ねていただいて，さらに後進の指導も
していただけるということです．大久保先生のます
ますのご発展をお祈りいたします．ほんとうにあり
がとうございました．
